

























(2010) の に廷い、本隔で 現を以下のように定 る。
対人 ュニケーションにおいて、 の対人関係をなるべく に保つこと
ぜ、也叩 して用いられる 現

























































































































































避あるいは、能人の のをj避ける ノレ表現が る。 j
ら、:寄せれちゃったの
という用例を示してい ω 。










































、ノ〈イロット く、講 号本語 群馬
大学及び 女子 び)2 "'-'3 S名、 日本語 大学の
66 
配i意表現と動作のコントロール性





































A ツ ーノレをしていたら、ボーノレが常、にぶつかつて、 れてしまったん
で 1 0 
Bキヤツ /レをしていたら、 ノレが雪、にぶつかって、 つ Lしまったん
で 1 0 
Cキャッチポーノレをしていたら、ボーノレ つけて、窓を割ってしまったんで
Q7 の前の で ャッチ 一ノレ在して んでいるときに、ボーノレが 。〉 の窓、に
っかちまし 。 して が害IJれ レ 隣家の人L 省ン 明しま
Aキヤツ ールをしてい ら、 ポー命ノレ ぶつかって、 れてしまっ ん
マ¥てL
む






































Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 
A 4 。 。 7 3 6 1 1 1 
B 6 6 8 l 6 4 7 4 2 


































3. 4 日本語学 の 結果と
日本語学習者への調査は、群馬大学の交換留学生を対象として実施した口対象は日本で
の生活が半年以下の学生 7名である。日本語能力は JLPTの N1受験レベノレであり、国籍
は、中国 3、台湾 1、スペイン l、ハンガリー l、スロベニア 1となっている。
調査結果を以下に示す。
く表 3> 日本語学習者の回答
Ql Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q8 Q9 
A 7 7 6 7 6 6 6 6 5 
B 。 1 (C) 1 (C) 。 l(C) 1 (C) 1 (C) 2(C，T) 
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